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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。
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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3590400028 １．緑に囲まれた豊かな生活環境と自然災害に対して安全な立地条件
２．健康と安全維持のための定期的な生活環境の安全点検
２．屋内外でのレクレーション、菜園の手入れ等戸外活動の充実
３．運営推進会議6回開催、地域に密着した情報・意見等を事業へ反映
４．人材育成（特に人権・倫理研修、外部研修はオンライン主体）、毎月の所内研修の充実
５．キャリアパスの活用、定期面談による職員の自己啓発意識の醸成
６．人材確保が困難な状況下で、あらゆる手だてを通じた人材確保への努力

法人名 特定非営利活動法人　田万川地域サポート２１

事業所名 グループホーム　ぬくもり

所在地 〒759-3113　山口県萩市大字江崎５５番地　　　　　　　℡ 08387-3-2565

自己評価作成日 令和０５年０９月２０日 評価結果市町受理日 令和０５年１１月２０日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～56で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　 ↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　 　↓該当するものに○印

評価結果確定日 令和０５年１１月０８日

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/35/index.php 春には桜の花が美しい山里の自然豊かな環境の中、ペンションを改築して１７年前に開設した小規模
多機能ホーム併設、定員９名のアットホームな雰囲気のグループホームである。毎朝の申し送り時
に、「理念」「重点目標６項目」を唱和して意識づけを行い、理念の実現に向けて取り組んでいる。自治
会に加入して地域の活動に参加し、地域の方から野菜や花、果物の差し入れがあり、日常的に交流
している。また、運営推進会議に多くの参加委員が集い、地域の困りごとについて話し合う等、地域福
祉の拠点となっている。利用者の食べたいものを献立に取り入れ、旬の食材や畑の野菜を使って３食
手作りの料理を提供し、「美味しい」と利用者に好評である。利用者の笑顔の写真を載せた個別の便
りを毎月送付して家族の安心に繋げている。キャリアパスの活用、研修の充実、資格取得を奨励する
等人材の育成にも力を入れており、看護師でケアマネージャーである管理者を中心に質の高い職員
がまとまり、利用者の安心、安全で穏やかな暮らしを支えている「グループホームぬくもり」である。

評価機関名  特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

所在地  福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

訪問調査日 令和０５年１０月１９日

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

60
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

63
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

1. ほぼ全ての利用者が

69
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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19
　ご本人の体調や安全に十分配慮した上で、調理・配膳・下
膳、掃除、洗濯物干し、洗濯物の整理、日常的な家事、包
丁研ぎなどは職員とともに取組んで頂いている。自室に掃
除用具も用意してあり、職員も一緒に取組んでいる。
季節的な畑仕事、祝祭日にお出しするおはぎや寿司つく
り、おせち料理なども共につくり、記念行事を大切にしてい
る。
ご本人のお誕生日には職員・ご利用者が一緒になってお祝
いし、新年会も共に楽しんでいる。

3 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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24 （11）

25

　今年もコロナ感染防止のために、ご家族や知人の方のご
理解を頂き、玄関ポーチでの面会をして頂いている。毎月
の家族便りには、ご本人の日常生活の写真を添え、また看
護職からは健康状態についてお知らせしている。
ご利用者からご家族へ、またご家族からご本人へのお便り
交換もして頂いている。　ご家族からの要望もあって、ご本
人の知人などの面会者のお名前をご家族へお知らせして
いる。

　ご利用者には、自然な形で他のご利用者との馴染みが深
まるよう、テーブル席を替えたり、一緒に趣味や家事、菜園
作業等を通じて関わり合えるよう配慮している。
新入居者の方には孤立感や不安感を抱かれないよう職員
が寄り添い、利用者同士が関係を深めて頂けるよう支援し
ている。
併設の小規模多機能ホームからの入居者は、なじみの職
員や、かねてからの知人がグループホームにすでに入居し
ておられるので、安心して頂いている。

4 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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27 （12）
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29

30

31 （13）

介護計画に沿ったケアと記録が出来るよう、個別の介護
ファイルに介護計画を添付し、計画、実践、記録、評価が体
系的に把握できることを基本としている。
毎日のご本人の健康や生活状態、ケアの実践、結果、気付
き、工夫等を介護記録に記載している。介護計画の実施状
況については毎月末にモニタリングしている。
介護計画の見直しは6か月としているが、ご利用者の状況
に応じて適宜変更している。
ケアマネは各ご利用者について支援経過を記録している。

5 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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32

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

33

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。あるいは、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

34 （14）

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

35 （15）

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとりの状
態に応じた事故防止に取り組むとともに、急変や事故
発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を身につけてい
る。

36 （16）

　ヒヤリハットや事故報告書等をもとに､事故対策委員会や
所内研修等で､事例の実態をもとに事故防止対策等につい
て協議している。
ご利用者個々の状態に応じセンサーマットや離床センサー
の設置､毎日の嚥下体操､服薬は職員2名体制で誤薬防止
に努め､またジムマシーンなどで筋力増進に努めている。
研修では､救急救命士による誤嚥時の対応､ＡＥＤによる心
肺蘇生訓練などを行っている。
防災環境整備委員会による毎月の歩行器､車椅子､シル
バーカー等の安全点検､職員全員による年一回の施設内
外の一斉点検､また行方不明者捜索訓練､不審者侵入対応
訓練等の研修を行っている。

6 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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37 （17）

38

39

40

41 （18）
　出来るだけ地元産の季節食材やぬくもり菜園で自ら育て
た野菜などを多く取り入れ、ご利用者の希望を聞きつつ食
事委員会が献立を工夫している。
野菜の皮むき、ゴボウのささがき、餃子作り等の準備・調理
など、体調に合わせて職員と一緒に調理手伝いをして頂い
ている。お月見だんご、おはぎ、お餅作りやおせち料理など
の季節料理や肉の苦手な方には魚料理を準備するなど、
好みにも配慮している。ご利用者に合わせ、ミキサー食、刻
み食を、また盛り付けの工夫や栄養補助食品もご提供して
いる。ご利用者と献立をつくり、買い物、調理の一緒にして
いる。
コロナ禍前、外食を定期的にしていたが、今年度も出前や、
所内でのバイキング料理に変更し楽しんでもらっている。
誕生会（昼食時）にはちらし寿司や赤飯を一緒に作り、誕生
日プレゼントを大変喜んで頂いている。

　プライバシー保護マニュアルがあり、職員は常に閲覧でき
る。職員は日々のケアを通じ、プライバシー保護の観点か
ら問題意識を持つよう、研修等で指導している。例えばトイ
レ誘導の際に大きな声での声掛けは控えるなど。
記録類や申し送り時の個人情報の取り扱いに注意してい
る。来訪者記録簿は一件一枚での記入に変更している。
「尊厳と敬意」や「権利擁護」を重視して研修に取入れ、日
常起こりかねない「スピーチロック」についても研修してい
る。

7 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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45
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47

　かかりつけ医と連携しながら、ひとり一人の食事量や嗜好
に応じたバランス良い食事や水分の必要量が確保できるよ
う支援している。
ご利用者の水分必要量については、かかりつけ医の指導を
受け目標摂取量を定め、個人ファイルに摂取量を記録して
いる。
ご利用者に合わせ、刻み食、荒刻み食、トロミ食、おかゆな
どを準備してお出ししている。

　ひとり一人の排泄パターンや習慣に合わせて排泄介助を
昼夜とも行っている。気持ちよく食事して頂けるよう、食事前
後や定時的な排泄誘導で、清潔感が保たれるよう支援して
いる。
ポータブルトイレや紙パッド使用なども含めて、出来るだけ
排泄の自立に向けた声掛けや介助をしている。
声掛けを拒否される方には時間をおいて再度、さりげなく声
掛けするなど、また必要に応じて排泄チェック表で排泄パ
ターンの把握に努めている。

　毎日野菜や果物などの繊維質が多い食事やヨーグルトな
どを食べて頂いている。
日中の活動は出来るだけご本人の体調に合わせて屋外に
お連れし、散歩、草取りなどの軽い運動やゲームなどの支
援をしている。油圧式ジムマシーンを購入し、活用してい
る。またひとり一人の排便状態を把握し記録している。

　毎食後、必ずご利用者全員に声掛けをし、ひとり一人の
習慣や力量に合わせ、義歯、自分の歯、歯の無い方はそ
れぞれの口腔ケアの方法をとっている。
その際、適切に歯ブラシ、義歯や洗浄剤等の取り扱いが出
来るよう支援している。また、必要に応じて歯ブラシの交
換、定期的なコップの消毒など、清潔保持に留意している。
必要に応じ、歯科の受診、義歯の調整や口腔ケアの指導を
受けている。

　昼寝は自室や居間のベットなどで､また午睡習慣の無いご
利用者には自室や居間などで自由に過ごして頂くなど希望
に合わせている。
夜は穏やかに入眠できるよう､日中は活動的に過ごし､１５
時以降は次第に活動を控えたり､照度を徐々に落とす､TV
の音量を落とすなど､スムーズな入眠が出来るよう工夫をし
ている。
朝晩の温度差が大きい時期には､頻回の訪室で掛布団や
エアコン､加湿器でこまめに調節している。不安で眠れない
方には職員が話相手になりながら､安心して入眠できるよう
支援している。

8 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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49 （21）

50 （22）
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52

　ご利用者ひとり一人の生活歴や趣味等を介護記録に綴じ
てあり、随時職員が確認できる。
ご利用者が出来るだけ活躍出来て、生活に張り合いや喜び
が感じられるよう支援している。例えば、元大工さんには包
丁研ぎや一寸した大工仕事、他のご利用者には洗濯物を
干す、取り入れ・たたむ、調理手伝い、仏壇の世話、共用場
所や自室の掃除、ぬくもり菜園での軽作業、ガーデニング
など得意なことを担当して頂いている。また菜園の収穫物
は持ち帰り、調理手伝いをして頂いている。
天気が良い日には散歩やベランダでのお話や合唱を楽し
んで頂いている。

9 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会
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10 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会


